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浩（一橋大学）

範（慶応義塾大学）

宏（島根大学）

光（法政大学）

明（明治大学）

司（神奈川大学〉

毅（同志社大学）

維（立命館大学）

湛（慶応義塾大学）

弘（日本大学〉

太一郎（東京大学）

郎（神戸大学〉

夫（京都大学）

舟（大東文化大学）

定（大阪市立大学〉

司（琉球大学〉

守（静岡大学）

（食印は、公選理事）
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会総1987年度

1 9 8 7年度の総会が 10月3日（土） 1 3時

3 0分よれ本年度の研究会を開催した日本大学

会館Kて行われた。

本田弘会員の司会のもと K、まず、臼本大学の

中山政夫法学部長より開会の挨拶があり、続いて

松下理事長の挨拶、各委員会の報告が行われた。

（各委員会の報告tてついては、以下の理事会議事

録を参照していただきたい。）

ζの後、 19 8 6年度の決算及び監査報告、

1 9 8 7年度の予算が報告された。

続いて、次期（ 1 9 8 8～9 0年）理事33名

（下記）が選任された。

最後K、36名の新入（再入）会員が本日の理

事会で承認された旨報告があった。

第 1回理事会1987年度

1 9 8 7年 10月3日、日本大学会館Vてないて、

理事会が行われ、次の各事項が報告、審議、承認、

あるいは決定された。

［委員会報告］

①企画委員会

堀江企画委員長（ 1 9 8 7年度）よれ開会中

の研究会について、分科会Cの討論者の田村明氏

が病気のため村松岐夫会員十て変更された旨、報告

があった。

福井企画委員長（ 1 9 8 8年度）よれ下記の

企画委員及び企画原案が報告された。
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斉（放送大学）

弘（東京大学）

比呂志（広島大学）

幹三（金沢大学）

満（早稲田大学）

夫（慶応義塾大学）

夫（東北大学）

宏（熊本大学）

勉（九州大学）

！慎一郎（龍谷大学）

伸一（立教大学）

毅（東京大学）

寛（中央大学）

晃（北海道大学）

富久治（名古屋大学）

治男（東京外国語大学）

秀

秀

＜次期理事名簿＞
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会今中

岩 佐

食内回

会内山

大獄

安岡本

小 山

会木坂

北 岡

カ佐h木

＊佐竹

田口

会田
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＜企画委員 19 8 8年＞
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今中比目志（広島大学）、犬章一男（神戸大学）、

岡津憲芙（早稲田大学）、形野清貴（大阪経済法

科大学）、進藤栄一（筑波大学）、曽根泰教（慶

応義塾大学）、田中善一郎（東京工業大学）、谷

聖美（岡山大学）、中谷義和（立命館大学）、中

野実（茨城大学）、野村浩一（立教大学）、初瀬

龍平（神戸大学〉、半沢孝麿（東京都立大学）、

村松敏夫（京都大学）、薮野祐三（北九州大学入

山口定（大阪市立大学）、福井英雄（立命宣跡津）

＜企画原案＞

共通論題A

福祉国家の現状とその危機

1. 日本I'(i≫ける福祉国家の現状

2. 福祉国家と新保守主義

共通論題B

国家論の再生と復権

1. 「国家論Jレネッサンス」の意味

2. アメリカ政治学I'(i≫ける国家論の再生と復

権

分科会A 政治理論

多元主義の再検討

分科会B 政治過程

現代政治とリーダーシップ

分科会C

アジア主義

分科会D 政治思想

大衆民主主義の形成と政治思想

1. トクグイル

2. J. s. ミル

分科会E 政策過程

政策過程I'(:i≫ける野党の役割

分科会F

情報社会と政治（学）

1. 理論

2. 情報操作の事例分析

②年報委員会

山口年報委員長（ 1 9 8 8年度）より、 1988

年の研究会テーマと連動させて、「福祉国家一ー

その理念・構造・危機」（仮題）として年報を企

画している旨、報告があった。

三谷年報委員長（ 1 9 8 9年度）より、テーマ

は「近代化過程I'(i≫ける政軍関係」であ b、本年

ニL ス

度K入b既I'(2回の研究会が開催された旨、報告

があった。

③渉外委員会

内田渉外委員長よれ IPS A世界大会K関す

る件、及びIPS Aの事務局がノルウェ－I'(移さ

れる旨、報告があった。

④文献委員会

今中文献委員長（ 1 9 8 7年度）よれ 25 0 

名の自己申告があったとと、及び現在編集を終り

つつある旨、報告があった。

阿部文献委員長（ 1 9 8 8年度〉よれ従来の

自己申告制度を踏襲する旨、報告があった。

⑤選挙管理委員会

西尾選挙管理委員長より、 5月K行われた理事

選挙Kついて以下の通り報告があった。

有権者総数 9 8 8 

投票総数 3 9 1 

投票率 3 9.6 % 

有効投票をした会員の総数 3 9 0 

無効 1 

投票用紙が返送されたもの 3 

3 0票以上の得票者数 3 0 

当選者の最高得票数 1 1 4 

同 最低得票数 4 6 

⑥名簿作成臨時委員会

内山委員長が欠席のため、成沢常務理事よれ

下記の委員、及び今後のスクジュールが報告され

た。

＜名簿作成委員＞

馬場康雄（東京大学）、柴田平三郎（独協大学〉、

中部章（明治大学）、鴨武彦（早稲田大学）、岡

利郎（上智大学）、武藤博己（法政大学）、小野

修三（慶応義塾大学）

〔新入会員1
3 6名の入会並びK再入会が承認された（会員

異動欄参照）。
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1987年度臨時総会

1 0月4日13時 30分よ b日本大学会館Kて

臨時総会が開催された。前日の総会で選任された

次期理事の互選Kよれ内田満理事が次期理事長

K選出された旨、松下理事長よ b報告があった。

念主示、次期常務理事の選任は次期理事長K一任し、

次回総会で報告するととが了承された。

続いて、本自の理事会で、 19 8 9年度の研究

会主主びK総会は神奈川大学で開催されるととが決

定したζ と、及び9名の新入（再入〉会員が承認

された旨報告された。

[ 19 8 7年度第2回理事会

1 9 8 7年 10月4目、前日に引続き日本大学

会館Kないて、理事会が行われ、次の各事項が報

告、審議、承認、あるいは決定された。

［学術会議について〕

松下理事長よれ前回（ 1 9 8 4年）の学術会

議会員候補者選挙Uてついて手続きの説明があり、

今期の選挙百程が紹介された。審議は次回理事会

で行われる。

[IP S A世界大会派遣者の件について］

次回の理事会までK渉外委員会で検討すること

K念った。

〔研究会の開催について1
1 9 8 9年度の研究会並びK総会は神奈川大学

で行われるととが決定された。

〔その他〕

1 9 8 7年度研究会の報告者・司会者・討論者

の謝礼について、予算額を上回る分を予備費から

支出するととが承認された。

〔新入会員の承認］

9名の入会並びK再入会が承認された（次項参

照）。
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会費納入についてのお願い

日本政治学会の会費tてつきまして、未納額のあ

る会員の方htては振込用紙を同封致しますので、

b近くの郵便局からな振込下さい。念む、 2年度

分以上の会費を滞納されますと、会員資格を失左

うととUてなりますので、ど注意下さい。
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1987年11月25日

発行臼本政治学会事務局

成沢 光

干102東京都千代田区富士見2-17-1

法政大学80年館武藤研究室内

TEL 03-264-9729直通

郵便振替番号東京0-84250

加入者名 日本政治学会


